
集
刊
東
洋
学
第
一
一
一
号
平
成
二
十
六
年
六
月
四
一
六

O
頁

『
高
玉
観
世
音
経
』
の
原
初
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

|
|
南
北
朝
か
ら
陪
唐
の
諸
本
の
比
較
検
討
か
ら
|
|

同日戸

V
U
品
w
「い

崎仙
『
高
王
観
世
音
経
』
(
以
下
高
王
経
)
は
読
諦
千
遍
に
よ
り
救
済
を

吋
得
る
と
説
く
中
国
撰
述
経
典
で
あ
る
。
東
貌
の
宰
相
官
同
歓
に
因
む
応

引
験
が
経
名
の
由
来
と
さ
れ
、
南
北
朝
以
降
庶
民
の
観
音
信
仰
に
大
き

は
な
影
響
を
与
え
続
け
、
大
正
蔵
に
も
所
収
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
お
。

打
仏
名
経
に
類
し
た
仏
名
の
羅
列
が
特
徴
で
、
そ
れ
ら
仏
名
や
経
文
の

A2) 

祈
一
部
は
様
々
な
経
"
血
円
か
ら
抜
粋
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

明
本
経
の
成
立
年
代
や
制
作
意
図
を
考
え
る
上
で
は
撰
述
当
初
の
テ

倒
キ
ス
ト
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
牧
田
(
一
九
六
七
)
が
出
口

蹄
常
順
氏
蔵
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
仏
典
断
片
『
仏
説
観
世
音
折
刀
除
罪
経
』

瑚
(
以
下
ト
ル
フ
ァ
ン
本
)
を
高
玉
経
の
古
本
と
し
て
紹
介
し
た
の
を

陪
皮
切
り
に
、
こ
れ
ま
で
大
正
蔵
本
と
異
な
る
古
い
テ
キ
ス
ト
が
次
々

と
発
掘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
研
究
の
多
く
は
新
資
料
の
紹
介

4

と
既
知
の
テ
キ
ス
ト
と
の
比
較
で
あ
る
が
、
①
早
く
牧
田
(
一
九
六

山

崎

平

slfi 

七
)
が
存
在
を
指
摘
し
桐
谷
(
一
九
九
O
)
が
録
文
を
紹
介
し
た
敦

健
文
書

a
g
c所
収
本
(
以
下

g
s
c本
)
が
、
大
正
蔵
本
に
近
く
、

唐
代
の
古
本
に
仏
名
や
経
文
の
大
き
な
増
広
を
加
え
た
も
の
で
あ
る

こ
と
、
②
東
貌
武
定
八
年
(
五
五
O
年
)
の
題
記
を
有
し
有
紀
年
本

と
し
て
は
最
古
の
「
社
文
雅
十
四
人
等
造
像
碑
」
所
刻
「
高
王
経
一

巻
」
(
以
下
東
貌
本
)
が
、
後
述
の
通
り
校
勘
が
社
撰
な
テ
キ
ス
ト

で
あ
る
こ
と
、
の
二
点
が
災
い
し
、
南
北
朝
に
撰
述
さ
れ
た
本
来
の

姿
を
つ
か
み
切
れ
ぬ
ま
ま
、
今
日
を
迎
え
て
い
る
と
言
え
る
。

そ
れ
以
上
に
見
逃
せ
な
い
点
は
、
先
行
研
究
が
『
十
勾
観
音
経
』
(
以

下
十
句
経
)
等
と
の
関
係
に
目
を
奪
わ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

桐
谷
(
一
九
九
O
)
は
高
王
経
の
形
成
と
展
開
を
論
じ
る
重
要
な

論
文
で
あ
り
、
ま
ず
後
述
す
る
房
山
石
経
の
二
刻
経
・
ト
ル
フ
ァ
ン

本

-HM88
本
大
正
蔵
本
の
録
文
を
紹
介
し
て
比
較
す
る
。
し
か

し
こ
れ
ら
増
広
傾
向
の
高
玉
経
系
統
と
、
そ
れ
と
は
別
に
、
同
時
期

に
同
じ
く
読
諒
千
遍
の
功
徳
の
伝
承
を
持
ち
類
似
の
表
現
を
含
む
縮



2

約
さ
れ
た
十
句
経
系
統
と
の
、
二
系
統
の
存
在
を
示
し
、
更
に
両
者

4

の
主
要
部
位
か
ら
な
る
原
高
王
経
は
、
両
者
と
共
通
の
表
現
を
持
つ

敦
燈
文
書
印
・
怠
印
由
『
救
苦
観
世
音
経
』
(
以
下
救
苦
経
)
を
源
流
に

す
る
と
論
じ
が
)
の
で
あ
る
。
田
村
(
一
一

O
一
一
)
は
類
似
関
係
を
精

査
し
て
救
音
経
を
十
句
経
の
系
譜
に
位
置
づ
け
つ
つ
、
北
斉
の
も
の

と
見
な
し
う
る
ア
ジ
ア
美
術
館
収
蔵
の
造
像
碑
の
上
に
、
高
玉
経
(
刻

経
C
)
と
救
苦
経
の
原
初
形
と
恩
わ
れ
る
簡
潔
な
経
典
(
刻
経
B
)

の
二
種
の
『
仏
説
観
世
音
経
』
が
共
に
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

十
句
経
の
更
な
る
源
流
と
し
て
刻
経
B
を
と
ら
え
、
同
時
に
高
玉
経

と
の
密
接
な
繋
が
り
を
論
じ
て
桐
谷
の
見
通
し
を
補
強
す
る
。

し
か
し
高
王
経
が
直
接
観
世
音
菩
薩
へ
の
帰
依
を
説
か
な
い
の
に

対
し
、
十
句
経
は
常
に
観
世
音
を
念
ず
る
こ
と
を
説
く
経
で
あ
り
、

更
に
救
苦
経
に
は
両
経
に
な
い
地
獄
に
お
け
る
救
済
が
説
か
れ
て
お

り
、
内
容
面
か
ら
す
れ
ば
、
救
苦
経
が
両
経
の
、
あ
る
い
は
十
句
経

の
源
流
だ
と
の
説
は
到
底
承
服
し
か
ね
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
他
経
と
の
影
響
関
係
は
ひ
と
ま
ず
置
き
、
唐
代
以
前
と

思
わ
れ
る
諸
本
を
比
較
検
討
し
て
後
世
の
変
質
や
増
広
を
捨
象
し
、

高
王
経
の
撰
述
当
初
の
形
態
を
追
究
す
る
も
の
で
あ
る
。

尚
録
文
は
字
形
、
改
行
位
置
を
含
め
、
な
る
べ
く
原
資
料
の
形
態

を
残
す
よ
う
に
心
が
け
た
。
囲
み
文
字
は
判
読
困
難
、
つ
は
筆
画
の

欠
落
な
ど
に
よ
る
判
読
不
能
、
口
は
欠
字
、
普
ま
等
は
字
形
の
注
釈

を
下
に
記
し
た
。
丸
番
号
の
付
さ
れ
た
傍
線
部
は
録
文
に
つ
い
て
の

説
明
(
行
論
上
順
不
同
の
箇
所
あ
り
)
に
対
応
す
る
。
波
紋
部
は
他

本
と
の
そ
の
他
の
異
向
。
ま
た
各
本
の
仏
名
・
経
字
数
の
増
減
を
確

認
す
る
た
め
、
経
文
字
数
と
仏
名
数
を
各
本
表
題
下
に
明
示
し
た
。

東
貌
本
(
表
1
)

東
貌
武
定
八
年
(
五
五

O
年
)
杜
文
雅
十

四
人
等
造
像
碑
刻
『
高
主
経
一
範
』
完
本
経
字
数
加
・
仏
名
数
口

高
さ
一
七
五
叩
幅
三
一
九
四
一
厚
二
一
一
一
叩
の
四
面
に
開
禽
し
造
像
さ
れ

た
造
像
碑
で
、
爵
州
出
土
と
さ
れ
る
。
高
玉
経
以
外
の
録
文
は
北
村

(二

O
O
入
)
に
詳
し
い
。
碑
陽
に
は
二
段
の
禽
が
あ
り
、
そ
の
下

部
に
典
雅
な
楢
書
に
よ
る
題
記
が
あ
っ
て
、
冒
頭
に
「
大
貌
武
定
八

年
歳
次
庚
午
二
月
」
と
記
す
。
碑
の
雨
側
に
は
三
段
の
命
が
あ
り
、

左
右
に
供
養
文
が
拙
い
字
で
刻
さ
れ
、
右
側
下
部
に
は
供
養
す
る
十

四
人
の
名
が
題
記
と
同
様
の
字
体
で
刻
ま
れ
て
い
る
。
碑
陰
に
も
二

段
の
禽
が
あ
り
、
左
右
に
は
や
は
り
供
養
文
が
拙
い
字
で
刻
ま
れ
て

い
る
。
問
題
の
高
玉
経
は
こ
の
禽
の
下
部
に
あ
る
。
字
体
は
題
記
と

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
他
本
と
比
べ
る
と
、
文
字
の
異
同
が
多

く
、
保
存
状
態
が
悪
い
の
か
、
拓
本
に
判
読
で
き
な
い
部
分
が
多
い
。

③
「
蓑
幾
我
縁
」
の
「
蓑
」

「
龍
門
老
龍
洞
本
」
を
除
い
て
他
本
は
全
て
「
常
築
我
縁
」
で
あ
る
。

該
本
が
「
喪
」
に
作
る
理
由
は
不
明
。

④
「
南
無
」
と
い
う
語
の
四
カ
所

下
の
方
に
あ
る
ニ
カ
所
が
「
男
元
」
と
な
っ
て
い
る
点
が
問
題
と

1 
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* 経
事時

在

詞
総
務
是
大
匪
。
口
口
摩
詞
口
若
是
大
神
呪
矧
到
摩
詞
波
若

創
対
捌
則
制
苅
劇
団
縦
割
剥
到
矧
4
則
闘
光
桜
縦
悌
法
口
僻

師
干
札
神
足
遊
王
悌
園
判
明
弥
登
主
図
法
議
悌
金
口
師
子
遊
戯

仰
薬
師
留
図
光
仰
普
図
攻
徳
山
主
悌
圏
治
攻
徳
ワ
王
悌
口
方

因
仰
名
号
東
方
賓
光
口
魁
妙
尊
音
玉
口
口
方
。
根
花
王
悌
西

方
阜
主
神
通
一
艶
花
王
悌
北
方
月
掛
清
紛
悌
上
方
図
数
?
?
費

図
峨
下
方
善
縦
月
音
王
悌
圏
迦
牟
尼
悌
図
鞠
倣
刷
刻
一
敏
則

生
在
薮
『
中
者
行
動
於
地
上
口
、
一
空
星
蓋
於
一
切
寧

司
剣
四
割
劃
樹
惰
弱
心
常
口
口
此
図
口
口
於
毒
害

崎山
山てしつトスキ析

な
る
。
帰
依
を
表
す
音
訳
語
「
南
無
」
が
「
男
」
字
を
用
い
て
訳
さ

明
れ
る
例
は
管
見
で
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
繰
り
返
さ
れ
る
「
南
無

制
摩
詞
般
若
是
1
呪
」
句
中
、
順
に
「
男
元
」
、
判
別
不
能
、
「
男
元
」
、

断
「
南
元
」
と
な
り
、
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
伝
承
し
た
人
物
が
意
味

瑚
を
理
解
せ
ず
、
音
の
み
を
頼
り
に
記
録
し
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

隔
⑦
「
法
戒
」
と
い
う
語

3

該
傍
線
部
の
出
典
は
「
仏
説
除
恐
災
患
経
』
o

本
来
「
土
界
」
で

AU} 

4

あ
り
、
他
本
の
ほ
と
ん
と
が
「
土
界
」
と
作
る
。
衆
生
が
保
持
す
ベ

す
在
)

き
菩
薩
戒
を
念
頭
に
し
た
、
該
本
固
有
の
変
質
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤
「
摩
詞
般
若
是
1
呪
」
の
形
で
繰
り
返
さ
れ
る
部
分

「
大
神
呪
」
、
「
大
神
呪
」
、
「
大
明
呪
」
、
「
元
等
々
呪
」
の
三
種
四

回
に
作
る
。
般
若
諸
経
で
は
こ
の
部
分
は
マ
ン
ト
ラ
と
し
て
の
〈
般

若
波
羅
蜜
多
〉
の
三
な
い
し
四
種
の
名
を
併
記
し
、
同
じ
名
を
繰
返

す
例
は
な
い
。
最
初
二
つ
が
同
じ
「
大
神
呪
」
で
あ
る
点
が
、
そ
れ

ら
の
表
現
と
は
明
ら
か
に
違
い
、
合
理
的
な
説
明
が
困
難
で
あ
る
。

一
方
、
当
時
存
在
し
た
羅
什
訳
『
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
大
明
呪
経
』
(
大

正
蔵
第
8
冊
八
四
七
頁

c)
と
『
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
九
・
勧

持
品
(
同
三
八
六
頁

c)
は
共
に
「
般
若
波
羅
蜜
是
大
明
呪
、
無
上

明
呪
、
無
等
等
明
呪
。
」
と
作
り
、
「
南
無
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
」
の
繰

返
し
ゃ
「
大
神
呪
」
は
な
く
、
逆
に
該
本
に
は
「
鉦
上
明
呪
」
が
な

い
。
ま
た
「
無
等
等
」
後
も
表
現
が
食
い
違
う
。
同
じ
く
羅
什
訳
『
小

品
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
ご
・
搭
口
問
で
は
「
般
若
波
羅
蜜
是
大
明
呪
、

般
若
波
羅
蜜
是
無
上
呪
、
般
若
波
羅
蜜
是
無
等
等
呪
。
」
(
同
五
四
三

頁
b
)
と
作
り
、
「
般
若
波
羅
蜜
」
の
繰
返
し
が
あ
っ
て
「
盤
等
等
呪
」

と
作
る
点
は
該
本
に
近
い
が
、
三
一
種
そ
れ
ぞ
れ
に
「
南
無
摩
詞
」
は

な
く
「
大
神
呪
」
も
見
え
な
い
。
し
か
し
後
述
の
ア
ジ
ア
美
術
館
本

や
房
山
雷
音
洞
本
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
は
本
来
の
テ
キ
ス

ト
に
す
で
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

①
経
題
の
「
経
」
字

経
題
の
字
形
が
本
文
第
一
行
の
も
の
と
異
な
る
た
め
、
「
高
玉
経
」
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と
い
う
経
題
の
後
付
け
が
疑
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
経
中
の
「
無
」

4

字
が
本
文
二
行
目
か
ら
四
行
自
に
か
け
て
「
元
」
に
作
る
一
方
、
八

行
目
で
は
「
無
」
に
作
り
、
さ
ら
に
④
に
お
け
る
別
字
の
混
用
を
見

る
と
、
そ
れ
の
み
を
根
拠
に
補
刻
と
考
え
る
の
は
性
急
で
あ
る
。

②
「
観
」
字
の
字
形
(
「
硯
」
字
体
)

こ
の
字
体
が
北
貌
初
期
か
ら
広
く
用
い
ら
れ
な
が
ら
、
階
以
降
で

は
ほ
と
ん
ど
例
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
拓
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
(
以
下
拓
本
D
B
)
や
漢
字
字
体
規
範

《

M
》

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
(
以
下
H
N
G
)
か
ら
確
認
で
き
る
。
「
観
」
字
の

字
体
は
、
管
見
に
よ
れ
ば
、
後
漢
・
コ
一
国
貌
の
隷
書
で
は
ほ
と
ん
ど

が
「
観
」
で
あ
っ
た
も
の
が
、
北
貌
で
は
椅
書
化
す
る
中
で
、
両
者

が
混
交
し
た
字
体
(
「
腕
」
や
「
観
」
)
を
経
て
「
観
」
(
以
下
「
観
」

字
体
と
略
記
)
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
隷
害
復
古
の
流
れ
で
北
斉
あ
た

り
か
ら
再
び
「
観
」
字
体
や
両
者
が
混
交
し
た
字
体
が
現
れ
始
め
、

陪
唐
で
は
「
観
」
や
「
観
」
そ
し
て
「
観
」
(
以
下
「
槻
」
字
体
と

略
記
)
に
定
着
す
る
。
敦
抽
出
文
書
S
3
8
8所
収
の
字
様
書
「
正
名

要
録
』
(
階
末
唐
初
の
も
の
と
推
部
)
は
「
不
須
廿
」
(
骨
で
は
な
い
)

と
注
し
て
「
観
」
を
正
字
と
し
、
既
に
「
観
」
字
体
を
前
提
と
す
る

0

・
該
本
と
題
記
と
の
関
係

こ
の
造
像
碑
に
は
前
述
の
通
り
東
貌
武
定
入
年
(
五
五
O
年
)
の

銘
が
あ
る
が
、
題
記
に
経
の
こ
と
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
題
記
と

同
時
に
高
玉
経
が
刻
ま
れ
た
も
の
か
は
疑
い
が
残
る
。
一
見
す
る
と

同
字
形
の
如
く
に
見
え
る
が
、
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
題
記
の
「
等
」

字
の
「
寸
」
上
の
「
ソ
」
状
の
筆
法
、
「
岐
」
字
の
穿
や
「
虚
」
字

中
央
の
「
井
」
状
の
筆
法
が
、
高
王
経
の
「
等
」
字
あ
る
い
は
「
戯
」

《問】

字
の
努
や
「
虚
」
字
と
で
は
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
(
図
l
)
。
高

玉
経
全
体
の
石
刻
時
期
が
題
記
よ
り
下
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

③
「
在
」

こ
の
「
在
」
と
い
う
字
体
は
、
拓
本
D
B
で
見
る
限
り
、
洛
陽
龍

門
薬
方
洞
の
普
泰
二
年
(
五
一
一
一
一
一
年
l

)

銘
「
北
貌
清
士
路
僧
妙
稗
迦

造
像
記
」
に
一
例
見
え
る
の
み
の
珍
し
い
字
体
で
あ
り
、
年
代
判
定

の
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。

⑥
「
中
央
」

該
本
、
後
述
の
房
山
雷
音
洞
本
、
話
ら

5
S
本
の
み
に
見
え
る
。

。
ま
と
め

①
②
向
あ

の
如
く
、
本

来
の
文
字
か

ら
俗
説
し
た

と
恩
わ
れ
る

箇
所
が
多
い

杜
撰
な
本
で

あ
る
。
題
記

以
後
に
石
刻

高王経同魯迅手稿

品コ

題記

戯jl 

長;産
図1



さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
②
か
ら
階
以
降
に
下
る
事
は
な
か
ろ
う
。

ア
ジ
ア
美
術
館
本
(
表
2
)

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ジ
ア

美
術
館
所
蔵
経
碑
刻
「
併
説
観
世
音
経
一
巻
』
(
刻
経
臼
)
無
紀
年

末
尾
(
最
大
四
字
)
は
補
修
に
よ
り
欠
経
字
数
別
・
仏
名
数

m

李
玉
取
(
一
一

O
O
二
)
、
劉
(
一
一

O
O六
)
、
張
総
(
二

O
O
六
)

が
言
及
し
、
田
村
(
こ
O
一
一
)
に
よ
り
録
文
が
紹
介
さ
れ
た
文
献
。

2 

『高玉観世音経』の原初テキストについて(山崎)

(株主
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{表

2
)
ア
ジ
ア
美
術
館
本

①
 

怖
説
観
世
音
経
一
容

側
説
矧
世
音
紐
讃
繭
千
遍
得
度
苦
難
図
除
生
死
罪
矧
世
昔
菩
陸
南
元

飾
的
闘
有
縁
悌
法
相
困
常
雛
我
鰍
側
剣
劇
利
剣
剖
剥
対
矧
則
嗣
到
劇

剖
刷
剖
創
対
州
列
岡
珂
岡
刺
側
樹
剥
対
捌
則
剖
到
刷
剖
刷
剖
剥
対
到

品

T

矧
矧
州
浄
光
秘
密
悌
法
蹴
倒
師
子
肌
神
足
園
玉
悌
告
須
弥
畳
玉
働
法

謹
梯
愈
圃
師
子
園
戯
帥
薬
師
圏
璃
光
仙
普
光
功
植
山
王
悌
善
住
功
徳

質
主
倫
六
方
六
例
名
号
東
方
賓
光
月
殿
妙
尊
晋
王
悌
南
方
樹
根
花
王

悌
酉
方
皇
王
神
過
酷
花
仙
北
方
月
殿
滑
持
悌
上
方
元
数
精
進
賓
首
悌

E
骨

E

下
方
教
園
月
音
主
側
園
迦
固
尼
悌
弥
糊
倣
刺
対
側
矧
州
刑
捌
岡
倒
到

州
制
剖
凶
矧
州
剣
刷
叫
削
側
例
制
剖
剖
制
』
到
制
令
一
切
取
生
圏
在

2
 

田
明
間
中
者
住
於
地
上
者
及
以
圏
直
中
慈
畳
於
一
切
令
各
安
困
且
重
夜

怖
桜
心
常
念
悶
此
偶
消
伏
於
毒
叡
制
割
判
制
司
制
対
対
対
州
制
剰
刺

図
ヨ
園
川
矧
剖
劇
訓
剰
倒
到
倒
ベ
回
目
叶
司

4時

現「

碑
は
高
さ
一
四
八
回
幅
七
一

m
厚
き
約
八
四
で
碑
陽
の
上
部
に
は
交

龍
の
下
に
、
菩
薩
像
を
本
尊
と
し
左
右
に
比
丘
・
菩
薩
・
力
士
を
配

し
た
七
尊
像
が
あ
り
、
そ
の
下
部
に
は
中
央
に
香
炉
と
そ
れ
を
支
え

る
二
人
の
力
士
、
左
右
に
供
養
人
・
樹
木
・
姉
子
が
配
さ
れ
た
横
長

の
禽
が
穿
た
れ
て
い
る
。
碑
陰
全
面
に
『
妙
法
蓮
華
経
』
(
以
下
妙

法
華
)
観
世
音
菩
薩
普
門
品
(
以
下
普
門
品
)
(
刻
経
A
)
が
刻
さ
れ
、

碑
の
左
側
か
ら
碑
陽
の
図
像
の
下
部
に
か
け
て
別
本
の
「
仏
説
観
世

音
経
』
(
刻
経
B
)
が
あ
り
、
そ
の
後
に
該
本
が
同
じ
く
『
仏
説
観

世
音
経
』
と
題
さ
れ
て
刻
さ
れ
、
最
後
に
『
仏
説
天
公
経
』
(
刻
経

D
)
が
刻
さ
れ
る
。
該
本
以
外
の
録
文
は
田
村
(
二

O
一一
V

を
参

照
。
碑
陽
の
左
、
石
幅
の
四
分
の
一
程
度
は
余
白
で
あ
り
、
題
記
や

供
養
文
は
見
ら
れ
ず
無
紀
年
で
あ
る
。

田
村
氏
は
図
像
・
刻
字
に
北
斉
の
特
徴
が
現
れ
る
と
し
て
北
斉
の

も
の
と
す
る
。
ま
た
碑
陰
の
普
門
ロ
聞
が
「
第
廿
四
」
で
重
論
偶
が
な

い
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
階
の
添
品
以
前
の
古
本
で
あ
り
、
現
存
す

る
添
ロ
聞
の
最
古
の
本
は
房
山
雷
音
洞
の
妙
法
華
で
あ
る
と
し
て
、
こ

〔
加
}

の
碑
が
北
斉
の
も
の
で
あ
る
と
の
判
断
の
補
強
と
し
て
い
る
。
張
総

氏
は
刻
字
・
造
像
と
も
北
斉
の
風
格
が
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
北
京

大
学
図
書
館
善
本
室
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
旧
修
益
孫
芸
風
堂
蔵
の
碑

陽
の
拓
本
の
解
題
に
「
碑
後
具
有
陪
関
皇
八
年
題
記
」
と
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
年
代
の
判
断
を
保
留
す
説
。

尚
東
貌
本
よ
り
仏
名
が
五
仏
、
経
字
数
が
約
四
O
字
多
い
点
が
注



6

目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
特
に
⑤
⑦
の
部
分
で
あ
り
、
私
見
を
後
述
し
た
0

4

②
「
仰
説
」
か
ら
「
摩
詞
般
若
是
:
呪
」
で
繰
り
返
さ
れ
る
部
分

ま
ず
、
「
大
神
呪
」
が
二
回
繰
り
返
さ
れ
る
の
は
東
灘
本
と
同
様

で
あ
る
が
、
一
回
目
の
表
現
に
は
「
南
元
」
が
な
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
仏
が
「
摩
詞
般
若
」
を
「
大
神
呪
」
で
あ
る
と
説
い
た
こ
と
を

受
け
、
「
大
神
呪
」
「
大
明
呪
」
「
大
元
等
等
呪
」
と
い
、
っ
一
二
種
の
マ

ン
ト
ラ
名
を
持
つ
「
摩
詞
般
若
」
に
帰
依
す
る
も
の
と
読
め
る
。

次
に
「
無
等
等
呪
」
に
「
大
」
字
が
冠
す
る
点
が
問
題
と
な
る
。

般
若
諸
経
漢
訳
・
党
文
に
「
大
無
等
等
呪
」
と
作
る
も
の
は
な
い
た

め
、
撰
述
当
初
に
は
な
く
伝
承
の
中
で
付
け
加
わ
っ
た
街
字
の
如
く

に
思
え
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
後
述
の
房
山
雷
音
洞
本
に
も
「
等
等

呪
」
の
前
に
は
明
ら
か
に
「
大
」
字
が
あ
り
、
ト
ル
フ
ァ
ン
本
は
全

体
の
字
体
か
ら
や
や
時
代
が
下
る
と
思
わ
れ
る
が
、
最
初
の
表
現
に

「
南
元
」
が
な
い
点
も
含
め
、
該
本
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
や
は
り
経
文
の
撰
述
当
初
の
形
は
該
本
の
形
で
あ
り
、
伝
承

の
中
で
「
摩
詞
般
若
是
大
神
呪
」
と
い
う
表
現
が
繰
り
返
さ
れ
る
の

が
桁
字
と
考
え
ら
れ
、
更
に
「
大
盤
、
等
等
呪
」
の
「
大
」
が
他
に
見

え
な
い
こ
と
か
ら
街
字
と
さ
れ
て
脱
落
し
、
「
南
元
摩
詞
般
若
是
大

神
呪
、
南
元
i
是
大
明
呪
、
南
元
・
是
元
等
等
呪
」
と
作
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
更
に
時
代
が
下
る
と
「
摩
詞
般
若
」
に
「
波
羅
蜜
」
を
附

加
す
る
本
(
後
述
の
一
房
一
山
第
三
一
洞
本
他
)
が
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
。

③
「
金
剛
師
子
遊
戯
仰
」
と
い
う
仏
名

龍
門
老
龍
桐
本
以
降
の
諸
本
は
「
金
剛
毅
師
子
遊
戯
悌
」
。
但
し

ト
ル
フ
ァ
ン
本
の
み
「
金
剛
師
子
肌
遊
戯
例
」
に
作
る
。
依
拠
す
る

経
典
は
曇
無
謁
訳
『
観
世
音
菩
薩
授
記
経
』
で
、
大
正
蔵
本
は
「
金

光
師
子
遊
戯
悌
」
と
作
る
が
、
該
本
の
仏
名
が
本
来
の
形
で
あ
ろ

(n) 
、内ノ。⑥

「
主
界
」

東
貌
本
⑦
で
既
述
。
尚
こ
の
「
主
」
と
い
う
字
体
は
、
「
士
」
字

〔幻】

と
の
区
別
か
ら
既
に
後
漢
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。

④
「
家
」
字
体
の
「
寂
」
字

H
N
G
に
基
づ
く
池
田
証
寿
(
二

O
一
O
)
は
「
南
北
朝
・
陪
の

字
体
」
で
あ
る
と
い
う
。
藤
枝
(
二

O
O
五
)
八
O
頁
も
ト
ル
フ
ァ

ン
写
本
中
の
こ
の
字
体
に
言
及
し
、
高
田
園
周
期
の
延
昌
三
七
年
(
五

九
七
年
)
の
写
本
と
の
書
法
の
類
似
性
に
触
れ
な
が
ら
「
当
時
の
通

用
体
」
と
述
べ
る
。
拓
本
D
B
で
確
認
す
る
と
、
南
北
朝
で
も
主
流

は
「
穿
」
で
全
体
臼
例
中
乃
%
の
4
例
、
「
家
」
は
日
%
の
8
例
あ
っ

た
。
階
代
で
は
幻
例
中
「
穿
」
は
九
%
の

n例
、
「
家
」
は
3
2
%

【
お
-

の
房
山
仏
経
残
石
1
例
の
み
。
唐
代
で
は

m例
中
「
穿
」
は
同
四
%
の

【
路
}

即
例
、
「
申
茸
」
は
0
8
%
、
大
像
邑
之
停
に
2
例
の
み
で
あ
っ
た
。

前
掲
の
字
様
書
『
正
名
要
録
』
は
「
家
」
を
「
古
而
典
」
(
古
く
規

範
的
な
字
体
)
、
「
亦
」
を
「
今
而
要
」
(
今
の
簡
潔
な
字
体
)
と
す

(幻
Vる。①

「
観
」
字
体
の
「
観
」
字



東
貌
本
②
参
照
。
隷
書
的
な
筆
法
も
見
ら
れ
ず
、
北
斉
以
前
の
石

刻
で
あ
る
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

⑤
「
東
方
快
柴
側
、

i
妙
法
蓮
華
花
上
王
併
」
の
五
仏
名

⑦
「
常
夜
半
起
、
三
稀
六
方
六
悌
名
字
・
」
の
滅
罪
法

こ
の
二
箇
所
は
東
貌
本
、
後
述
の
陪
唐
諸
本
、
大
正
蔵
本
を
含
む

宋
代
以
降
の
諸
本
に
も
な
い
。
⑤
に
全
く
一
致
す
る
仏
名
は
他
の
経

典
に
は
見
出
せ
な
吋
o

ま
た
⑦
は
大
正
蔵
本
に
ま
で
一
貫
し
て
見
え

る
「
六
方
六
偽
名
号
」
に
関
わ
る
滅
罪
法
だ
が
、
現
存
他
経
典
に
は

附
見
え
な
い
。
後
述
陪
唐
諸
本
に
は
ほ
と
ん
ど
経
文
や
仏
名
の
増
減
が

仙
見
ら
れ
ず
、
一
定
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
普
及
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

マ
る
。
し
た
が
っ
て
該
本
の
こ
れ
ら
の
表
現
は
、
高
王
経
撰
述
当
初
の

つ
形
の
残
存
と
見
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

H-古本
普
門
口
聞
の
年
代
下
限
に
つ
い
て

一
引
鳩
摩
羅
什
訳
の
妙
法
華
は
本
来
「
提
婆
達
多
品
」
(
以
下
提
婆
品
)

析
と
普
門
口
四
重
謂
備
が
欠
け
た
二
十
七
品
本
で
あ
り
、
閣
那
堀
多
・
透

明
摩
笈
多
訳
『
添
品
妙
法
法
華
経
』
が
仁
詩
元
年
(
六
O
-
年
)
に
現

創
れ
る
頃
ま
で
に
は
、
提
婆
品
が
竺
法
護
訳
『
正
法
華
経
』
の
順
序
に

ほ
な
ら
い
第
十
二
品
に
挿
入
普
門
品
に
霊
前
備
が
附
加
さ
れ
、
現
行
本

珊
の
二
十
入
品
が
成
立
し
た
と
さ
れ
苧
然
る
に
該
碑
普
門
品
は
「
第

問
廿
四
」
と
な
る
無
重
論
偽
本
の
た
め
、
田
村
氏
の
検
討
の
通
り
、
提

婆
品
附
加
以
前
の
古
本
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
提
婆
品
附
加
が
い
つ

7
 

4

行
わ
れ
た
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
該
普
門
品
本
の
年
代
下
限
、

ひ
い
て
は
ア
ジ
ア
美
術
館
本
の
遡
及
可
能
性
に
も
関
係
す
る
。
本
題

か
ら
は
逸
れ
る
が
、
以
下
詳
し
い
検
討
を
行
お
う
。

兜
木
(
一
九
七
八
)
コ
一
七
八
頁
は
、
提
婆
品
の
訳
者
に
つ
い
て
『
歴

代
=
一
宝
紀
』
(
大
正
蔵
第
必
冊
九
五
頁
b
)
の
法
意
訳
説
・
智
額
「
妙

法
蓮
華
経
文
句
』
の
鳩
摩
羅
什
訳
説
吉
蔵
『
法
華
義
疏
』
及
ぴ
窺

基
『
法
華
玄
賛
』
の
真
諦
訳
説
の
三
説
が
あ
る
と
し
た
上
で
、
法
献

が
子
関
国
で
党
本
を
入
手
し
永
明
年
中
(
四
八
三
1
九
一
ニ
)
に
揚
州

瓦
官
寺
で
法
意
が
訳
し
た
と
す
る
第
一
の
説
を
採
る
。
真
諦
訳
説
が

成
立
し
な
い
反
例
と
し
て
、
兜
木
氏
は
普
門
品
を
第
二
十
五
と
す
る

『
敦
漣
劫
余
録
』
位
四
(
第
四
冊
三
四
五
頁
)
の
「
正
光
三
年
翠
安

徳
写
」
題
記
を
挙
げ
る
。
北
貌
正
光
三
年
は
五
二
二
年
に
あ
た
る
一

方
、
真
諦
が
渡
来
し
た
の
は
五
四
六
年
で
あ
る
た
め
だ
が
、
残
念
な

{却》

が
ら
そ
の
題
記
は
未
見
で
あ
る
。
も
っ
と
も
『
続
高
僧
伝
』
真
諦
伝

に
は
提
婆
品
訳
出
の
記
載
は
な
く
経
録
に
も
見
え
な
い
た
め
、
そ
の

真
偽
は
疑
念
が
持
た
れ
て
お
り
、
布
施
(
一
九
三
五
)
は
訳
語
の
比

較
に
よ
り
提
婆
品
が
真
諦
訳
で
は
な
い
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。

振
り
返
る
と
兜
木
氏
が
挙
げ
た
『
歴
代
三
宝
紀
』
は
、
道
陣
嵐
の
『
宋

斉
録
』
に
見
え
る
と
注
記
す
る
が
、
観
世
音
儀
悔
除
罪
呪
経
一
巻
と

合
わ
せ
て
二
巻
と
記
録
さ
れ
、
法
意
本
を
妙
法
蓮
と
は
別
個
に
扱
う
。

「
出
=
一
蔵
記
集
』
巻
二
で
も
つ
先
師
(
献
正
)
至
高
畠
郡
、
於
彼

獲
本
、
仰
菊
還
京
都
。
今
別
為
一
巻
。
」
(
大
正
蔵
第
日
冊
二
ニ
頁

b
)
と
記
し
、
こ
の
本
を
は
っ
き
り
と
別
行
本
で
あ
る
と
す
る
。
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一
方
児
木
氏
が
挙
げ
た
吉
蔵
『
法
華
義
疏
』
序
品
は
、

後
更
有
提
婆
逮
多
品
者
、
四
押
道
慧
『
宋
湾
銀
』
云
、
「
上
定

林
寺
稗
法
献
於
子
闘
図
得
此
一
口
問
、
瓦
官
寺
沙
門
稼
法
意
以
斉

永
明
八
年
十
二
月
誇
出
為
提
婆
達
多
品
経
」
。
未
安
法
華
内
。

梁
末
有
:
真
諦
。
又
翻
出
此
品
、
始
安
見
貿
塔
品
後
也
。
」
(
後

に
更
に
提
婆
達
多
品
が
あ
る
の
は
、
道
慧
『
宋
斉
録
』
に
、
「
上

定
林
寺
の
法
献
が
子
関
固
で
こ
の
品
の
党
本
を
入
手
し
、
瓦
官

寺
の
法
意
が
商
斉
永
明
八
年
一
一
一
月
に
訳
出
し
て
提
婆
達
多
品

経
と
し
た
の
だ
」
と
い
う
。
が
、
ま
だ
妙
法
蓮
華
経
に
は
挿
入

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
梁
末
に
・
真
諦
・
:
が
ま
た
こ
の
品
を
訳

出
し
、
初
め
て
見
賀
塔
品
の
後
に
挿
入
し
た
の
だ
。
)

(
大
正
蔵
第
担
冊
四
五
二
頁

a
m
j斜
)

と
し
、
『
歴
代
三
宝
紀
』
が
依
拠
し
た
『
宋
斉
録
』
の
記
載
を
引
用

し
た
上
で
、
法
意
本
は
妙
法
華
に
挿
入
さ
れ
ず
、
妙
法
華
挿
入
の
提

婆
品
は
真
諦
訳
だ
と
す
る
。
『
法
華
義
疏
』
説
は
法
意
本
の
存
在
を

認
め
つ
つ
そ
れ
は
別
行
本
だ
と
し
、
二
経
録
と
合
致
す
る
の
で
あ

{
汎
uる。

そ
の
正
し
さ
は
以
下
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
光
宅
寺
法
雲
『
法
華

義
記
』
に
は
提
婆
品
が
な
く
、
彼
が
用
い
た
妙
法
華
は
二
十
七
品
本

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
書
は
弟
子
の
講
義
録
で
あ

An) 
り
、
そ
の
書
写
年
代
は
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
肩
書
を
「
光
宅
寺

沙
門
」
と
す
る
た
め
光
宅
寺
で
活
動
し
た
期
間
の
講
義
録
と
考
え
て

よ
い
。
そ
の
期
間
は
、
梁
武
帝
の
勅
命
を
受
け
家
僧
と
な
り
光
宅
寺

に
入
っ
た
天
監
七
年
(
五
O
八
年
)
か
ら
卒
す
る
大
通
三
年
(
五
二
九

{nv 

年
)
ま
で
で
、
そ
の
間
武
帝
に
重
用
さ
れ
た
た
め
、
提
婆
品
挿
入
の

妙
法
華
が
存
在
す
れ
ば
そ
れ
を
用
い
な
い
は
ず
は
な
い
。
従
っ
て
こ

の
間
建
康
に
二
十
八
品
本
妙
法
華
が
な
か
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ

る。
智
額
『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』
に
陳
の
慧
思
が
提
婆
品
挿
入
の
妙
法

華
を
用
い
た
と
記
す
点
も
併
せ
て
考
え
る
と
、
『
法
華
義
疏
』
説
の

う
ち
、
提
婆
品
挿
入
が
梁
末
に
行
わ
れ
た
と
す
る
点
は
事
実
と
し
て

も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
の
検
討
を
ま
と
め
る
と
、
梁
末
す
な
わ
ち
太
平
二
年
(
五
五
七

年
)
に
は
提
婆
品
が
挿
入
さ
れ
普
門
品
が
第
二
十
五
と
な
る
現
行
本

が
普
及
を
始
め
た
こ
と
に
な
る
。
勿
論
、
原
典
が
多
数
存
在
す
る
た

め
そ
の
後
写
本
が
全
て
現
行
本
と
は
限
ら
な
い
が
、
こ
れ
が
該
砕
石

《お
V

刻
の
祖
本
で
あ
る
古
本
普
門
品
の
年
代
下
限
の
目
安
と
な
ろ
う
。

O
ま
と
め

(
1
)
②
コ
一
種
の
マ
ン
ト
ラ
名
を
繰
返
す
部
分
に
「
大
神
呪
」
が
一
一

回
繰
り
返
さ
れ
る
が
、
一
回
目
の
表
現
に
は
「
南
元
」
が
な
く
、
一
一

回
繰
返
す
理
由
が
整
合
的
に
説
明
で
き
る
。
ま
た
最
後
の
「
元
等
等

呪
」
に
「
大
」
字
を
冠
す
る
形
が
撰
述
当
初
の
も
の
と
息
わ
れ
る
。

(
2
)
③
「
金
剛
師
子
遊
戯
悌
」
と
い
う
仏
名
や
⑤
「
土
界
」
と
い

う
表
現
が
、
依
拠
す
る
経
典
の
本
来
の
形
を
伝
え
て
い
る
。



(3)
の
②
の
如
く
、
該
本
に
は
「
観
」
字
体
の
「
観
」
字
や
「
家
」

字
体
の
「
寂
」
字
な
ど
、
甫
北
朝
時
代
の
字
体
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

(
4
)
該
本
の
み
に
見
え
る
、
⑤
「
東
方
快
鋭
仰
」
以
下
の
五
仏
名

や
⑦
「
六
方
六
仰
名
号
」
に
関
わ
る
滅
罪
法
が
、
撰
述
当
初
の
形
以

外
に
は
考
え
に
く
い
。

(
5
)
共
に
刻
ま
れ
た
観
世
音
菩
薩
普
門
品
が
提
婆
達
多
ロ
聞
の
挿
入

さ
れ
る
梁
の
末
年
の
太
平
二
年
(
五
五
七
年
)
以
前
の
形
を
保
つ
。

以
上
五
点
か
ら
、
該
本
の
石
刻
年
代
は
北
貌
後
期
を
含
む
南
北
朝

附
時
代
に
遡
れ
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
束
貌
本
よ
り
本
来
の
形
を
保
つ

仙
と
考
え
ら
れ
る
。

てしつ

3

房
山
雷
音
洞
本
(
表
3
)

ゆ

N

A

M

制

)

ぃ
無
紀
年
末
尾
摩
滅

スキテ初原の経立
回世観王官
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(演

3
)
房
山
宮
音
洞
本
巳
下
大
王
観
世
音
組
一
巻

口
融
制
世
音
閥

H
凶
口
調
千
週
得
度
困
難
園
除
生
死
罪
観
世
音
菩
躍
南
元
側
側
固
有
縁
側
法
相
国

口
柴
我
縁
僻
口
口
口
口
調
蓋
若
是
大
神
呪
南
元
康
詞
波
若
是
大
明
呪
南
隣
判
制
制
周
到

副

司

口

困

秘

密

倫

法

口

仙

師

子

肌

神

足

園

主

側

告

園

弥

畳

主

悌

法

議

悌

伊

酬
引
制
釧
側
薬
師
瑠
璃
口
悌
普
光
功
ロ
山
王
怖
善
住
功
徳
賀
王
帥
六
方
六
悌
名
号
東

方
貸
光
月
園
妙
尊
晋
国
側
南
崎
柑
根
輯
玉
側
西
方
?
主
神
通
艶
輯
主
仰
北
方
月
殿
消
将
仰

E
持

E

上
方
元
口
精
進
貧
困
悌
下
ロ
ロ
閥
凶
音
玉
悌
縛
迦
牟
尼
悌
弥
鞠
桝
(
判
剣
一
切
衆
生
粒
削

印
刷
判
者
伐
住
於
地
上
図
口
口
口
口
口
口
於
一
切
令
口
安
体
自
笠
夜
惰
制
心
常
服
調
比
側
消
伏
於

口
口
(
最
終
行
閥
単
滅
)

房
山
雷
音
洞
『
大
王
観
世
音
経
一
巻
』

経
字
数
制
・
仏
名
数
げ

桐
谷
(
一
九
八
七
)
に
よ
る
と
、
雷
音
洞
は
静
琉
に
よ
り
陪
の
大

業
年
間
(
六
O
五
1
六
一
七
年
)
に
創
業
さ
れ
、
貞
観
二
年
(
六
二
八

年
)
に
完
成
し
た
と
さ
れ
る
。
本
経
は
西
壁
上
部
に
向
か
っ
て
左
側
、

鳩
摩
羅
什
訳
『
仏
臨
湿
般
市
略
説
教
戒
経
」
第
三
石
の
余
白
に
刻
さ
れ
、

さ
ら
に
左
側
に
は
南
斉
・
曇
摩
伽
陀
耶
舎
訳
『
無
量
義
経
』
徳
行
品

偶
と
北
涼
・
曇
無
識
訳
『
大
般
浬
梁
経
』
如
来
性
ロ
間
備
が
刻
さ
れ
た

石
が
並
ん
で
い
た
。
上
部
と
最
終
行
は
束
壁
の
入
り
口
か
ら
の
風
砂

の
影
響
か
摩
滅
が
激
し
く
判
読
で
き
な
い
。

②
「
働
(
説
と
か
ら
「
(
南
元
摩
)
詞
波
若
是
・
呪
」
の
繰
返
し

欠
字
が
あ
る
が
、
最
初
の
四
字
は
右
記
の
如
く
「
南
元
」
を
、
下

の
欠
字
は
「
元
」
が
そ
れ
ぞ
れ
補
え
る
。
「
僻
説
」
後
に
「
南
無
」

の
な
い
「
摩
詞
波
若
是
大
神
呪
」
の
あ
っ
た
ア
ジ
ア
美
術
館
本
と
は

明
ら
か
に
異
な
り
、
そ
の
部
分
が
欠
落
し
、
「
大
神
呪
」
、
「
大
明
呪
」

「
大
(
元
)
等
等
呪
」
の
三
種
の
マ
ン
ト
ラ
に
帰

依
す
る
形
の
み
で
あ
る
。
ま
た
「
(
元
)
等
等
」

の
上
に
「
大
」
字
が
あ
り
、
や
は
り
諸
般
若
経
典

と
は
明
ら
か
に
異
な
る
表
現
で
あ
る
。

③
「
金
剛
師
子
遊
戯
仰
」

ア
ジ
ア
美
術
館
本
③
と
同
様
。

⑥
「
此
口
界
」

桐
谷
(
一
九
九
O
)
、
張
総
(
二

O
一
O
)
、
田

村
(
二

O
一
一
)
は
皆
「
此
世
界
」
と
釈
読
す
る

事



。
が
、
「
世
」
字
の
判
読
は
不
可
能
。

5

⑤
「
中
央
」
東
貌
本
⑥
と
同
様
。

①
「
観
」
字
体
の
「
観
」
字

摩
耗
し
明
瞭
で
は
な
い
が
「
観
」
あ
る
い
は
「
税
」
の
流
麗
な
措

書
の
字
形
。
東
貌
本
②
で
論
じ
た
通
り
北
斉
以
降
に
現
れ
る
字
体
で
、

筆
者
と
目
さ
れ
る
静
琉
が
、
正
字
と
し
て
既
に
該
字
体
を
選
ん
で
い

た
の
で
み
の
ろ
、
7
。

④
「
府
知
」
字
体
の
「
寂
」
字

判
読
が
困
難
だ
が
「
{
品
川
」
と
読
め
る
。
以
下
の
諸
本
は
ト
ル
フ
ァ

ン
本
を
除
き
こ
の
字
体
で
あ
る
。

龍
門
老
龍
洞
本
(
表
4
)

龍
門
石
窟
・
老
龍
洞
・
唐
永
徽
二

《

nv

年
(
六
五
一
年
)
仏
弟
子
劉
彦
深
刻
『
観
世
音
経
一
巻
』

経
字
数

m程
度
・
仏
名
数
口

首
題
か
ら
二
行
は
大
半
が
判
読
不
可
。
刻
函
が
非
常
に
浅
い
上
に

石
に
独
特
の
模
様
が
あ
り
、
水
が
濠
出
し
て
腐
蝕
す
る
箇
所
も
あ
る
。

写
真
か
ら
の
判
読
は
困
難
を
極
め
、
題
記
部
分
を
中
心
に
王

(二

O
O
六
)
他
の
釈
読
に
依
拠
し
た
。

①
「
長
口
口
縁
」

他
本
で
は
「
常
楽
我
縁
」
と
作
る
。
東
貌
本
の
「
蓑
」
と
類
似
す

る
。
「
長
」
に
作
る
理
由
は
不
明
。

②
「
金
剛
毅
師
子
遊
戯
偽
」

4 

「
燕
」
字
が

初
め
て
現
れ

る
。
ア
ジ
ア
美

術
館
本
③
参

E
B
 

③
「
上
方
口
数

精
進
賀
勝
例
」

他
本
は
皆

「
勝
」
を
「
首
」

に
作
る
。
誤
記

で
あ
ろ
、
っ
。

③
「
土
界
」

異
体
字
な
が

ら
「
土
」
字
判

読
可
。

⑤
「
観
」
字
体

の
「
観
」
字

こ
の
箇
所
は

字
形
が
確
認
可

ム
悶
悶

(表

4
)
間
門
考
間
柄
本

口
?
園
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

口
口
口
開
幽
世
口
口
口
口
口
口
問
固
有
線
図
法
固

岡
団
四
回
調
幽
口
岡
国
摩
詞
口
口
園
大
神
呪
園
口

口
口
口
口
口
ロ
ロ
口
問
岡
田
皿
口
主
沖
口
口
川
棚
関
川
幽
師
口

肌
神
悶
凶
王
悌
告
須
弥
燈
王
俳
法
謹
蜘
剣
圃
酬
制
引

制
削
側
薬
師
瑠
璃
光
伸
普
光
功
得
山
王
僻
圏
住
功

園
費
王
僻
六
方
六
仙
図
号
東
方
口
図
月
殿
園
草
音

王
悌
南
口
口
周
到
王
例
西
方
巡
王
神
通
艶
泌
悌
北

方
月
口
消
口
一
泊
園
田
岡
凶
組
制
捌
側
下
問
倒
凶
川
口

z

z

 

回
凶
口
口
口
尼
悌
弥
抑
制
悌

[HM幽
ロ
圏
在
政
回
凶

口
口
口
口
口
口
口
図
虚
空
暖
図
面
制
於
一
園
令
各
安

口
口
息
壷
口
口
制
岡
凶
ロ
ロ
此
偶
消
伏
園
口
口

口
口
口
口
口
口
口
口

t中川

dZ主
堺
)

閃
幽
一
一
因
ロ
一
凶
心
口
口
問
凶
口
口
口
口
岡
凶
幽
口

口
一
一
幽
又
盤
石
甑
倒
世
音
経
一
巻
讃
岡
国
湿
口
口

口
口
流
法
輪
常
叫
四
口
寧
口
兵
閥
凶
凶
口
口
口
口

口
口
口
口
又
願
弟
子
共
法
界
衆
生
ロ
般
若
口
口
口

口
口
口
口
口
口
弟
子
岡
凶
凶
口
口



5 

房
山
第
三
洞
本
(
表
5
)

『高王観世音経』の原初テキストについて(山崎)

( 時 見数精元通艶妙噂音王悌六 阪監詞波 摩詞元 讃吊理

持時牟 念鵠比一切A 圏進首華王悌南方方六功光 羅蜜阻般若有縁仙 調適千

=令 f品各官 悌固悌樹悌名徳 是出羅開法相 得度
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房
山
第
三
洞
内
、
易
州
旅
水
県
令

鴻
彦
真
刻
『
悌
説
観
世
音
経

一
部
』
完
本

経
字
数
組
・
仏
名
数
日

間
石
上
に
は
第
一
段
に
麟

徳
二
年
(
六
六
五
年
)
銘
『
四

分
戒
本
』
の
末
尾
、
第
二
段

に
総
章
三
年
(
六
六
九
年
)

銘
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』
、

第
三
段
が
該
本
、
第
四
段
に

供
養
の
沙
弥
僧
童
子
名
が
、

そ
れ
ぞ
れ
刻
さ
れ
て
お
り
、

六
六
九
年
以
降
の
そ
れ
ほ
ど

遅
れ
な
い
時
期
に
刻
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
(
桐
谷

(
一
九
九
O
)
八
頁
)
。

②
「
南
元
摩
詞
般
若
波
羅
蜜

是
・
呪
」
の
繰
返
し

房
山
雷
音
洞
本
と
同
様
三

種
併
記
で
は
あ
る
が
、
第
三

種
が
玄
英
訳
「
般
若
心
経
』

と
同
様
の
「
元
等
等
呪
」
と

作
る
点
、
「
般
若
」
を
「
般
若
波
羅
蜜
」
と
作
る
点
、
階
に
は
な
い

新
し
い
形
で
あ
る
。

③
「
金
剛
裁
師
子
遊
戯
悌
」
ア
ジ
ア
美
術
館
本
③
参
照
。

@
「
土
界
」
ア
ジ
ア
美
術
館
本
⑥
参
照
。

①
「
観
」
字
体
の
「
観
」
字
全
て
明
瞭
な
「
観
」
字
体
で
あ
る
。

⑤
「
輩
夜
惰
治
心
」

「
治
」
字
を
束
貌
本
は
「
其
」
、
ア
ジ
ア
美
術
館
本
は
「
慈
」
に
作

る
が
、
一
一
房
山
雷
音
洞
本
以
降
の
諸
本
は
皆
「
治
」
に
作
り
、
「
治
」

字
に
定
着
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
李
小
栄
(
三

O
O一
ニ
)
は
唐
高
宗

の
誌
を
避
け
て
い
な
い
と
し
て
該
本
を
階
末
唐
初
の
石
刻
と
す
る

が
、
上
段
に
刻
さ
れ
た
麟
徳
二
年
(
六
六
五
年
)
銘
『
四
分
戒
本
」

も
高
宗
在
位
中
に
関
わ
ら
ず
「
治
」
字
を
用
い
て
お
り
、
そ
の
説
は

当
た
ら
な
い
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
本
(
表
6
)

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
所
蔵
サ
ッ

(
却
}

ク
ラ
1
蒐
集
造
像
碑
刻
『
僻
説
観
世
音
経
一
巻
』
無
紀
年

経
字
数

m程
度
・
仏
名
数
日

碑
陽
に
は
三
尊
像
と
五
尊
像
の
大
小
二
つ
の
禽
が
あ
り
、
以
下
に

祈
願
文
が
刻
さ
れ
る
。
碑
陰
の
上
部
に
は
地
蔵
菩
躍
を
中
心
と
す
る

九
つ
の
禽
が
あ
り
そ
の
下
に
仏
湿
撲
を
示
す
図
像
、
一
番
下
に
該
本

が
刻
さ
れ
る
。
張
総
(
二

O
一
O
)
が
唐
代
の
も
の
と
し
て
紹
介
し

て
い
る
。
下
部
が
五
か
ら
六
字
分
失
わ
れ
欠
字
と
な
る
。

6 
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(表
6
)
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
本

悌
説
捌
世
音
経
一
巻
讃
踊
千
園
得
度
口
口
口
口
口
口
口

制
世
音
菩
薩
南
元
僻
僻
園
有
線
締
法
相
口
口
口
口
口
口

蜘
制
到
闘
訓
刷
新
劇
対
州
州
制
剤
耐
明
日
ロ
口
口
口
口

呪
南
元
摩
詞
般
若
是
元
等
等
呪
浄
光
口
口
口
口
口
口

師
子
肌
神
足
固
主
悌
酎
須
弥
壁
王
冊
法
口
口
口
口
口

師
子
園
戯
仰
薬
師
出
川
崎
明
光
悌
普
光
口
口
口
口
口
口
口

功
徳
賀
王
悌
六
方
六
仙
名
曲
即
刻
対
剖
町
田
司
町
田
町

王
仙
西
方
造
主
神
通
焔
革
主
側
北
方
月
口
口
口
口
口
口

元

数

精

進

塁

側

下

日

直

面

白

口

口

口

口

尼
曲
弥
助
悌
一
切
盟
生
在
於
士
界
中
者
口
口
口
口
口
口
口

嵐
空
裏
慈
憂
於
一
切
令
各
安
隠
休
息
口
口
口
口
ロ
ロ

@
 

膳
前
此
偶
消
伏
於
毒
害
商
王
観
口
口
口
口
口

浮
妙
寺
比
正
尼
静
意
為
亡
間
図
及
亡
。
〈
口
口
口
口
口

経
一
韓
関
凶
生
西
方
極
繰
国
土
童
口
出
家
口
口
口
口

生

同

弦

比

福

(

エ

弥

)

①
「
南
元
摩
前

般
若
是
・
呪
」

の
繰
返
し

第
二
種
が
欠

字
で
不
明
で
あ

る
が
、
三
種
併

記
。
「
波
羅
蜜
」

の
追
記
は
な
い

が
、
第
三
種
が

「
元
等
等
呪
」

と
作
る
点
は
房

山
第
三
桐
本
と

同
様
で
、
唐
代

に
入
っ
て
か
ら

の
も
の
と
推
測

可。②
「
東
方
賓
口
口
口
口
口
口
王
仰
」

他
本
は
「
東
方
賓
光
月
殿
妙
尊
音
王
側
、
南
方
樹
根
花
王
悌
」
と

作
り
、
字
数
か
ら
「
南
方
樹
根
花
王
悌
」
が
欠
落
す
る
と
思
わ
れ
る
。

③
「
土
界
」
東
数
本
⑦
参
照
。

③
「
視
」
字
体
の
「
観
」
字
「
税
」
字
体
が
明
瞭
に
確
認
可
。

。
ま
と
め

〔
組
問
)

①
④
よ
り
書
写
年
代
は
初
唐
以
降
で
あ
ろ
、
っ
。

ト
ル
フ
ァ
ン
本
(
表
7
)

出
口
常
順
氏
蔵
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土

仏
典
断
片
『
側
説
槻
世
音
折
万
除
罪
経
』
(
無
紀
年
・
尾
欠
本
)

経
字
数
削

/
m
-
仏
名
数
日
/
日

藤
枝
(
二

O
O五
)
一
三
二

l
二
一
頁
。
唐
代
写
本
の
章
に
含
め
る

が
、
書
写
年
代
を
特
に
明
示
し
な
い
。
牧
田
(
一
九
六
七
)
二
八
三

頁
は
特
に
根
拠
を
示
さ

ず
に
書
写
年
代
を
八
世

紀
と
推
定
と
記
す
。
下

部
が
巻
い
た
状
態
で
失

わ
れ
波
状
に
欠
字
と
な

る
。
尾
部
も
欠
失
。

②
「
例
説
」
か
ら
「
摩

釘
般
若
是
:
呪
」
の
繰

返
し
部
分

「
大
神
呪
」
が
二
回

繰
り
返
さ
れ
る
点
、
一

回
目
の
表
現
に
は
「
南

元
」
が
な
い
点
、
更
に

最
後
の
「
元
等
等
呪
」

に
「
大
」
と
い
う
字
が

7 

9降

;r 

副長品豊能F

jj;i きさ

川日ロ白

南
元
摩
詞
阿
川
割
是
大
王
等
等
捌
滞
光
ロ
ロ
ロ

法
閥
剛
幽
子
肌
神
足
図
王
仰
制
須
口
口
口
口

怯
設
耐
剣
剛
削
刊
附
図
例
制
抽
出
師
制
服
光
働

問
司
到

l
光
功
徳
山
王
俄
善
住
功
園
口
口
口

因
方
口
一
幽
名
蹴
東
方
賀
光
月
殿
妙
園
口
口
口
口

方
図
根
華
王
悌
西
方
造
王
神
通
指
華
王
帥
団
方

因
般
消
口
口
口
田
方
売
数
精
進
費
国
口
口
口

晶
酔
幽
(
山
下
関
)



冠
さ
れ
て
い
る
点
の
全
て
が
、

③
「
金
剛
師
子
肌
遊
戯
仰
」

「
金
剛
」
後
に
「
戴
」
が
な
い
点
は
、
一
一
房
山
雷
音
洞
本
以
前
と
共
通
。

「
師
子
肌
」
と
作
る
の
は
他
に
な
い
。
出
血
(
を
踏
ま
え
る
と
誤
記
と

考
え
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

④
「
自
在
主
併
」

大
正
蔵
本
ま
で
を
通
じ
、
該
本
の
み
に
見
え
る
仏
名
。
北
貌
士
百
迦

夜
あ
る
い
は
羅
什
訳
と
さ
れ
る
『
仏
説
称
揚
諸
仏
功
徳
経
』
(
大
正

剛
蔵
第
冊
M
九
八
頁

a
l
b
)
と
北
涼
曇
無
識
訳
『
大
方
等
大
集
経
』

仙
巻
七
(
同
第
日
冊
四
四
頁
b
)
に
見
え
る
。
陪
代
以
降
に
は
僅
か
に

吋
陪
閤
那
咽
多
訳
『
無
所
有
菩
薩
経
』
巻
=
一
(
大
正
蔵
第
M
冊
六
八
七

つ
頁

a)
に
見
え
る
が
、
無
所
有
菩
薩
の
本
生
語
が
中
心
で
、
敢
え
て

M

該
仏
名
の
み
を
追
加
す
る
理
由
が
な
い
。
ア
ジ
ア
美
術
館
本
に
は
見

一
り
え
な
い
が
、
撰
述
当
初
に
存
在
し
た
仏
名
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ

折
ろ
う
。

明
①
「
観
」
(
「
観
」
)
字
体
の
「
観
」
字

制
陪
代
の
房
山
雷
音
洞
本
を
受
け
た
字
体
で
あ
る
。

蛸
⑤
「
家
」
字
体
の
「
寂
」
字

瑚
階
以
前
の
字
体
で
あ
る
点
は
ア
ジ
ア
美
術
館
本
③
参
照
。

陪
。
ま
と
め

人
世
紀
と
さ
れ
る
が
、
内
容
や
字
体
と
も
に
陪
代
の
様
相
を
示
す
。

ア
ジ
ア
美
術
館
本
と
の
共
通
点
が
多
く
、
同
系
統
で
あ
ろ
う
。
④
の

ア
ジ
ア
美
術
館
本
と
共
通
す
る
。
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仏
名
は
他
本
に
な
い
が
、
撰
述
当
初
の
表
現
の
残
存
と
考
え
ら
れ
る
。

泊

M
g
a
H
本
(
表
8
)

ロ
シ
ア
科
学
院
東
方
研
究
所
サ
ン
ク

ト
ベ
テ
ル
プ
ル
ク
分
所
所
蔵
敦
迫
文
書

b
k
g
a
H
『
僻
説
観
世
音

髄
』
無
紀
年
尾
欠
本
経
字
数
削
/
附
・
仏
名
数
日
/

M

首
題
は
欠
失
。
後
半
も
破
損
欠
失
。

①
「
南
元
・
呪
」
の
繰
返
し
房
山
第
三
洞
本
と
同
形
。

②
「
賓
勝
悌
」

「
金
剛
蔵
師
子
遊
戯
悌
」
後
に
該
仏
名
を
作
る
本
は
該
本
以
前
に

は
な
い
。
該
仏
名
は
、

曇
経
識
訳
『
金
光
明
経
』

巻
四
「
流
水
長
者
子
品
」

に
見
え
る
(
大
正
蔵
第

国
冊
コ
一
五
三
頁
)
が
、

そ
こ
で
は
釈
迦
牟
尼
仏

の
本
生
た
る
流
水
長
者

子
が
話
柄
の
中
心
で
あ

り
、
仏
名
が
信
仰
対
象

と
な
る
の
は
唐
以
降
で

《

M
M
V

あ
る
。
後
述
の
甘
粛
省

博
物
館
本
と
共
通
。
黒

水
城
諸
本
や
認
定
。

8 

{表
8
)
且

x
o
呂
田
本

困
説
観
世
音
経
一
巻
空
持
説
翻
千
遍
得
度
苦

観
世
音
菩
薩
南
元
備
倫
悶
有
縁
備
法
相
因

①
I
l
l
1
1
1〉
I
l
l
i
-
-

常
梁
我
繰
悌
説
南
元
摩
詞
波
若
波
羅
蜜

剥
対
州
州
制
到
創
削
減
割
削
剥
到
剥
対
側
州

制
到
劇
削
減
割
削
剥
到
剥
到
矧
則
静
光
秘

蜜
悌
法
蔵
悌
師
子
呪
神
足
遊
王
悌
告
須
弥

壁
王
仰
法
謹
備
金
圃
蔵
師
子
遊
戯
側
一
潤
園

側
薬
師
出
川
璃
光
悦
普
光
功
徳
山
宝
飾
普
住
功

徳
賓
王
悌
六
方
六
偽
名
号
東
方
賓
光
月

殿
妙
尊
音
王
悌
南
方
樹
根
華
王
園
口
口
目

玉
神
通
馳
華
王
帥
北
方
月
口
口
口
口
口
口

ロ
阿
凶
幽
口
一
幽
(
以
下
闘
)



②
「
元
量
精
進
仰
」

諸
本
は
「
元
数
精
進
賓
首
僻
」
と
作
る
。
や
は
り
粗
悪
な
底
本
が

原
因
か
。

③
「
中
央
」

東
貌
本
⑥
参
照
。
特
異
な
異

同
で
あ
る
。

④
「
童
夜
惰
持
心
」

「
持
」
字
が
唐
高
宗
の
忌
露
。

高
宗
即
位
の
貞
観
二
三
年

(
六
四
九
年
)
以
降
の
写
本
で

あ
る
こ
と
は
確
定
す
る
。

4

本
、
大
正
蔵
本
に
共
通
す
る
要
素
で
あ
り
、
後
世
の
増
広
に
よ
る
も

5

の
と
判
断
し
た
。

泊
以
C
H
S
N
本
(
表
9
)

ロ
シ
ア
科
学
院
東
方
研
究
所
サ
ン
タ

ト
ベ
テ
ル
ブ
ル
ク
分
所
所
蔵
敦
健
文
書
取
ら
5
S
『
高
玉
観
世
音

(
何
伺
}経

』
無
紀
年

経
字
数
術
・
仏
名
数

η

首
題
以
下
前
半
に
破

損
に
よ
る
欠
失
あ
り
。

①
「
南
元
摩
詞
般
若
波

羅
蜜
是
・
呪
」
の
繰
返

lv 

9 
(表
9
)
且

x
o
呂
毘
本

口
口
ロ
ロ
国
経
一
巻

口
口
口
口
口
度
閤
剛
幽
除
生
死
罪
観
世
音
菩

薩
南
元
僻
僻
口
口
口
口
法
主
幽
常
幾
我
縁
側

①
l
l
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-
-

説
南
王
座
一
口
口
口
口
是
大
亙
僻
説
摩

岡
附
凶
測
網
岡
国
却
園
田
州
口
口
口
口
僻
口

口
闘
師
子
肌
神
悶
幽
王
備
高
閑
幽
燈
王
悌
口

口
備
金
剛
臓
師
子
遊
戯
悌
薬
師
瑠
璃
光
仙
普

口
口
徳
山
王
園
口
口
口
園
星
回
冊
六
方
六
園

口
口
東
方
賓
光
月
殿
妙
噂
昔
口
側
南
方
樹
ロ

華
主
悌
西
方
造
主
神
通
側
翠
主
僻
北
方
月
殿

情
梓
僻
上
拘
刊
同
副
制
組
側
下
方
普
園
日
月
晋
宝
仙

縛
迦
牟
尼
露
払
却
一
切
舟
口
在
邑
一
骨

界
中
者
行
岡
京
地
上
及
以
虚
空
裏
慈
蓋
世
一

2

骨

切
令
各
安
隠
休
島
劃
樹
倒
矧
H

叫
常
膳
誠
意

ω
甘
粛
省
博
物
館
本
(
表

叩
)
甘
粛
省
博
物
館
蔵
敦
健

文
書
甘
博
0
1
6
G
所
収
『
僻

説
観
世
音
経
』
完
本

経
字
数

m
・
仏
名
数
四

十
五
菜
の
折
本
に
収
め
る
八

(
絹
V経

の
一
経
。
最
初
の
「
勧
普
経
」

の
末
尾
に
「
貞
元
拾
玖
年
廿
三

日
下
」
と
の
題
記
が
あ
る
。
従
っ

て
貞
元
一
九
年
(
八

O
二
一
年
)

「
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
」

と
作
る
点
は
房
山
第
三

洞
本
と
共
通
で
あ
る

が
、
そ
の
三
種
併
記
の

第
二
種
を
欠
き
二
種
の

み
に
す
る
点
、
後
半
の

「
南
元
」
を
「
例
説
」

と
作
る
点
、
粗
悪
な
祖

本
を
底
本
に
し
た
も
の

か。

此
偶
消
伏
於
毒
害

高
主
制
世
音
経

峰

神

主

(
工
対

Z
主
)



か
そ
れ
以
降
の
書
写
で
あ
る
。

①
「
南
元
摩
詞
般
若
婆
羅
蜜
是
鑑
等
等
呪
」

「
波
緩
蜜
」
が
加
わ
っ
た
表
現
。
二
一
種
併
記
の
は
ず
が
、
最
後
の
「
無

等
等
呪
」
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
煩
演
で
あ
っ
た
た
め
省
略
さ
れ
た

の
か
、
書
写
の
際
に
う
っ
か
り
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
の
か
。

②
「
金
剛
設
師
子
遊
戯
仰
」

他
本
の
多
く
が
「
金
剛
毅
」
と
し
て
い
る
所
を
「
金
剛
護
」
と
し

て
お
り
、
特
異
な
異
問
。

附
③
「
賀
勝
悌
」
取
ら
g
u
H
本
に
共
通
す
る
唐
代
の
増
広
。

仙
④
「
東
方
賓
光
朋
殿
清
浄
側
、
妙
尊
音
王
仰
」

げ
、
諸
本
が
「
東
方
賓
光
月
殿
妙
尊
音
主
側
」
と
作
る
仏
名
を
、
「
清

U
 

つ
浄
悌
」
と
い
う
表
現
を
挿
入
し
、
二
つ
の
仏
名
に
作
る
。
以
下
に
現

M

れ
る
「
北
方
月
殿
清
浄
働
」
と
混
同
し
た
誤
記
と
思
わ
れ
る
。

相
⑤
「
南
元
樹
根
花
王
」
諸
本
は
「
南
方
」
o

誤
記
で
あ
ろ
う
。

析
⑥
「
査
夜
惰
治
心
」

明
富
市
の
没
年
以
降
の
唐
代
の
書
写
で
あ
り
な
が
ら
唐
高
宗
の
静
を

倒
避
け
て
い
な
い
。
祖
本
が
避
詫
せ
ず
、
か
っ
該
本
が
公
闘
を
想
定
し

聞
な
い
、
私
的
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

瑚
。
ま
と
め

同
ど
の
よ
う
な
姿
勢
、
目
的
の
写
本
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
以
上
の

5

如
く
極
め
て
社
撰
な
写
本
と
い
え
る
。

5
 

結
論

以
上
、
唐
代
に
至
る
高
玉
経
の
諸
本
を
検
討
し
た
。
特
に
マ
ン
ト

ラ
名
と
し
て
の
般
若
波
羅
蜜
を
繰
返
す
部
分
、
「
金
剛
師
子
誹
戯
仏
」

な
る
仏
名
、
経
後
半
の
「
萱
夜
怖
慈
心
」
等
に
少
し
ず
つ
変
質
が
生

じ
る
も
の
の
、
増
広
に
つ
い
て
は
、
唐
以
降
に
現
れ
た
「
宝
勝
仏
」

以
外
見
え
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
の
中
で
東
貌
本
は
題
記
こ
そ
最
も
古
い
が
、
テ
キ
ス
ト
は
特
異

で
校
勘
の
杜
撰
な
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き
た
。

そ
れ
に
対
し
、
ア
ジ
ア
美
術
館
本
は
無
紀
年
で
あ
る
た
め
年
代
こ

そ
明
確
に
は
で
き
な
い
も
の
の
、
そ
の
特
徴
を
確
認
す
る
と
、
石
刻

時
期
は
北
貌
後
期
を
含
む
南
北
朝
時
代
に
ま
で
遡
り
得
る
も
の
で
あ

り
、
テ
キ
ス
ト
も
最
も
撰
述
本
来
の
形
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
ま
た
ト
ル
フ
ァ
ン
本
は
ア
ジ
ア
美
術
館
本
と
同
系
統

で
、
内
容
字
体
と
も
に
階
代
頃
ま
で
遡
れ
、
ア
ジ
ア
美
術
館
本
を

補
う
価
値
が
あ
る
こ
と
が
再
確
認
で
き
た
。

以
上
よ
り
、
本
経
の
成
立
年
代
や
制
作
意
図
を
検
討
す
る
際
に
は
、

ア
ジ
ア
美
術
館
本
を
底
本
に
一
部
ト
ル
フ
ァ
ン
本
で
補
っ
た
も
の
で

行
う
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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範
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叢
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献
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仏
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龍
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収
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世
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中
日
篤
郎
編
(
一
九
八
九
)

書
庖
)

西
原
一
幸
(
一
九
八
こ
「
「
顔
氏
字
様
』
以
前
の
字
様
に
つ
い
て
」
(
金

城
学
院
大
学
論
集
団
文
学
篇
第

μ
号
)
後
に
大
友
石
原
(
一
九
八
四
)

所
収

藤
枝
晃
(
二

O
O五
)
『
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
仏
典
の
研
究
|
高
田
国
残
彩
釈
録
』

(
法
蔵
館
)

布
施
浩
岳
(
一
九
三
五
)
「
提
婆
品
真
諦
訳
出
説
考
」
(
仏
誕
二
千
五
百
年

記
念
学
会
編
『
仏
教
学
の
諸
問
題
』
岩
波
書
居
所
収
)

)
牧
田
諦
亮
(
一
九
六
七
)
「
疑
経
研
究
』
(
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
)

川
第
七
草
「
高
王
観
世
音
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の
出
現
」

引
安
岡
孝
一
(
二

O
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一
)
「
拓
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
設
計
と
そ
の
応
用
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(
石

い
塚
編
(
二

O
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二
)
所
収
)

日
李
玉
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(
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)
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史
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史
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収
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燈
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他
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E
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献
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上
海
古
籍
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版
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(
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九
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六
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)
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文
献
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②
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(
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版
社
)

同
(
一
九
九
七
)
「
俄
蔵
敦
健
文
献
』
③
(
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友
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主
(
1
)

大
正
蔵
第
お
冊
一
四
三
五
頁
b
。
大
日
本
続
蔵
経
所
収
本
。
韓
国

光
武
二
年
(
一
八
九
八
年
)
刊
本
で
対
校
L
校
勘
記
を
附
す
。

(
2
)

例
え
ば
、
李
小
栄
(
二

O
O
三
)
は
「
東
方
賓
光
月
殿
妙
尊
音
王

仰
」
以
下
の
六
仏
名
の
出
典
と
し
て
失
訳
『
仏
説
不
思
議
功
徳
諸
仏

所
護
念
経
』
を
挙
げ
る
。
こ
れ
ら
六
仏
は
控
一
法
護
訳
「
仏
説
宝
網
経
』

に
も
見
え
る
(
大
正
蔵
第
M
冊
八

O
頁

a
i
)

(
3
)

張
総
(
一
一

oo--)
が
、
東
貌
本
の
存
在
に
言
及
し
た
最
初
の
文

献
。
李
玉
現
(
二

O
O
二
)
は
、
南
北
朝
の
観
世
音
造
像
を
検
討
す

る
中
で
ア
ジ
ア
美
術
館
本
の
存
在
を
紹
介
す
る
。
李
小
栄

(二

O
O
三
)
は
、

-uM由
M
C
本
を
底
本
に
房
山
本
(
第
三
洞
本
と
思

わ
れ
る
)
、

h
f
c
g
u
H
本
、
黒
水
城
、
ロ
ロ
ロ
，
↓

E
5本
、
大
正
蔵

本
を
対
校
し
、
時
代
が
下
る
に
従
い
経
の
内
容
も
簡
か
ら
繁
へ
変
化

す
る
と
述
べ
る
一
方
、
東
貌
本
に
つ
い
て
は
張
総
(
一
一

O
O
二
)
を

引
き
最
古
の
も
の
と
し
て
存
在
に
一
言
及
す
る
の
み
で
あ
る
。
王

(二

O
O六
)
は
、
古
本
と
今
本
の
二
種
の
存
在
が
既
知
で
あ
る
と

し
つ
つ
も
、
な
ぜ
か
古
本
と
す
る
龍
門
老
龍
洞
本
を
今
本
の
大
正
蔵

本
と
対
校
す
る
。
劉
(
二

O
O
六
)
は
造
像
刻
経
碑
に
見
え
る
中
国

撰
述
経
典
を
検
討
す
る
中
で
、
東
貌
本
が
最
も
古
い
も
の
と
し
、
東

貌
本
・
ア
ジ
ア
美
術
館
本
(
陪
代
の
も
の
と
見
な
す
)
・
永
淳
元
年

阿
弥
陀
仏
造
像
刻
経
碑
本
(
筆
者
未
見
)
一
一
房
山
本
を
比
較
、
東
貌
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か
ら
唐
初
の
テ
キ
ス
ト
は
「
消
伏
子
毒
宜
己
で
終
わ
る
占
で
基
本
的

に
同
一
と
す
る
。
張
総
(
二

O
一
O
)
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
本
を
束

貌
本
と
対
校
。

(
4
)

桐
谷
(
一
九
九

O
)
は
、
ジ
ャ
イ
ル
ズ
目
録
が
西
暦
六

O
O年
頃

と
す
る
こ
と
と
、
「
高
王
経
の
源
流
と
い
う
観
点
を
傍
証
に
」
、
「
七

世
紀
以
前
に
遡
る
こ
と
が
可
能
」
と
す
る
。

(
5
)

両
氏
は
ロ
シ
ア
蔵
敦
埠
文
書
安
D
H
包
H

所
収
『
救
苦
観
陛
音
経
』

本
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
直
前
に
あ
る
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
一

巻
』
は
法
成
訳
と
思
わ
れ
(
但
し
大
正
蔵
所
収
本
と
は
文
字
の
異
同

あ
り
)
、
書
写
年
代
は
九
世
紀
半
ば
以
降
で
あ
る
。
該
写
本
は
依
然

地
獄
で
の
救
済
を
含
み
、
十
何
観
音
経
と
は
大
き
く
異
な
る
。

(
6
)

以
下
は
宋
代
以
降
の
も
の
と
考
え
、
検
討
対
象
か
ら
外
し
た
。

・
ロ
シ
ア
蔵
黒
水
城
(
カ
ラ
ホ
ト
)
旧
西
夏
国
遺
跡
出
土
文
献
折

本
写
本
寸
同
選
、
刊
本
、

H，

E
H叶、

J

『
毘
話
、
折
本
刊
本
↓
同
区
ω
の
四

本
が
確
認
で
き
る
。
俄
羅
斯
科
学
院
他
(
一
九
九
六
b
)
叶
同
さ

②
九
一
頁
、
叶
同
戸
叶
・
J

『
同
口
∞
.
③
三
六
i
四
O
頁
、
、
口
β
∞
ω

③

一
五
一
ニ
j
四
頁
。
い
ず
れ
も
無
紀
年
。
こ
れ
ら
は
宋
代
に
成
立
し
た

西
夏
国
が
中
国
か
ら
収
集
し
た
文
献
と
考
え
ら
れ
る
。
斗
間
同
岡
田
は
経

文
字
数
似
仏
名
数
お
(
「
過
去
七
仏
」
等
そ
れ
ぞ
れ
一
仏
と
計
算
)

で
仏
名
の
ほ
か
陀
羅
尼
、
偶
文
等
を
挿
入
追
加
。

4
2
P
口
は
経
文
字

数

m
・
仏
名
数
Mm
で
更
に
菩
薩
名
を
挿
入
す
る
。

・
3
由
回
。
本
前
述
の
如
く
桐
谷
(
-
九
九

O
)
に
よ
り
録
文
が
初

め
て
紹
介
さ
れ
た
折
本
。
無
紀
年
。
黒
水
城
諸
本
と
ほ
ぼ
同
一
の
大

臓
な
増
広
が
な
さ
れ
る
。
上
海
古
籍
出
版
社
編
(
二

O
O
一二)

一
六
O
頁
。
経
字
数
は
側
・
仏
名
数
mm
。
J

門
同
戸
田
と
ほ
ぼ
同
一
。

(
7
)

経
文
字
数
は
東
貌
本
の
経
文
(
「
仏
説
」
j
「
毒
害
」
)
を
基
準
に
数

え
た
。
尾
欠
本
に
つ
い
て
は
経
文
字
数
と
仏
名
数
と
も
東
貌
本
と
の

比
較
で
「
該
本
/
束
貌
本
」
の
如
く
示
し
た
。

(
8
)

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
石
刻
拓
本
資
料
(
以
下
京
大
拓

本
)
E固
定
田
舎
を
底
本
に
、
『
魯
迅
輯
校
石
刻
手
稿
(
以
下
魯
迅
)

造
象
第
2
冊
」
四
七
人
i
九
頁
の
録
文
も
参
考
に
し
た
。
尚
北
村

(二

O
O
入
)
注
臼
が
指
摘
の
通
り
、
京
大
拓
本
や
『
北
京
図
書
館

蔵
歴
代
石
刻
拓
本
陸
編
』
は
整
理
に
不
備
が
あ
り
、
該
「
高
王
経
一

巻
」
を
「
杜
照
賢
十
三
人
等
造
像
記
」
の
項
に
含
め
る
。
尚
魯
迅
の

整
理
の
正
し
さ
は
大
村
(
一
九
一
七
)
三
七
九
頁
で
も
確
認
可
。

(
9
)

京
大
拓
本
ロ
自
室
∞
怠
。

(
日
)
大
正
蔵
第
冗
冊
五
五
二
頁
。
張
総
(
二

O
一
O
)
が
初
め
て
指
摘

し
た
。
治
病
を
目
的
と
し
て
発
せ
ら
れ
た
バ
リ
ア
タ
。
ラ
タ
l
ナ・

ス
l
ト
ラ
の
官
頭
の
漢
訳
で
あ
る
。

(
日
)
大
正
蔵
本
は
「
僻
世
界
」
、
呂
田
N
C

本
は
「
此
土
界
」
と
作
る
が
、

唐
代
以
前
の
古
本
は
該
本
を
除
き
全
て
「
土
界
」
。
桐
谷
(
一
九
九
O
)

は
各
本
の
録
文
を
紹
介
し
た
際
、
誤
っ
て
全
て
「
世
界
」
と
し
、
田

村
(
二

O
一
一
)
も
房
山
二
本
の
録
文
を
誤
る
。

(
ロ
)
魯
迅
・
造
象
第
2
冊
四
七
八

i
九
頁
の
録
文
に
従
う
。

(
日
)
田
村
(
二

O
一
一
)
注
叫
参
照
。

(
川
崎
)
拓
本
D
B
(耳
吾
、
2
0臼
H
N
E
V
E
S
o
E
A
ω
£
更
a
E吾
旦
)
は

安
岡
(
二

O
二
乙
を
、

H
N
G
(宮
号
、
4
4
5
E守
自
民
』
志
向

ZQ)

は
石
塚
(
二

O
O九
)
、
同
他
(
二

O
O
五
)
を
参
照
。
後
者
は
異

体
率
の
低
い
敦
埠
文
書
等
を
選
ぴ
、
中
国
文
献
の
南
北
朝
か
ら
南
宋

の
規
範
字
体
を
検
索
可
能
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
尚
本
論
の
「
字
形
」



「
字
体
」
と
い
う
用
語
の
定
義
は
同
(
一
一

O
一
一
一
)
二
頁
に
従
っ
た
。

(
日
)
戚
(
二

O
一
O
)
八
頁
参
照
。

(
国
)
石
原
(
一
九
八
二
。

(
口
)
こ
の
箇
所
の
影
印
は
大
友
他
(
一
九
八
四
)
二
六
頁
。

(
M
M
)

図
の
字
形
は
題
記
は
京
大
拓
本

E
ロ
宮
田
容
、
高
玉
経
は
同

E
固
定
田
舎
、
魯
迅
は
造
象
第
2
冊
四
七
九
頁
よ
り
抜
粋
し
た
。

(
日
)
以
下
(
刻
経
A
)
1
(刻
経
D
)
な
る
呼
称
は
田
村
(
一
一

O
一
一
)

に
よ
る
。
本
研
究
に
際
し
、
田
村
俊
郎
氏
か
ら
版
本
画
像
の
提
供
を

受
け
、
改
め
て
録
文
を
作
成
し
た
。
田
村
氏
に
は
こ
の
場
を
借
り
て

)
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

川
(
初
)
田
村
(
二

O
一
一
)
七
、
一

O
頁
。
添
品
妙
法
蓮
華
経
の
観
世
音

引
普
門
品
は
「
第
二
十
四
」
だ
が
毒
剤
偶
が
附
加
さ
れ
て
い
る
。

い
(
幻
)
張
総
(
二

O
O
六
)
六
四
八
頁
。
田
村
(
二

O
一
こ
七
頁
は
該

回
碑
に
は
紀
年
題
記
は
な
く
詳
細
な
年
代
は
不
明
と
報
告
す
る
。
筆

川
者
は
該
北
京
大
学
図
書
館
拓
本
が
未
見
で
あ
る
が
、
田
村
氏
か
ら
提

キ
供
を
受
け
た
該
本
の
鮮
明
な
写
真
に
題
記
は
見
出
せ
な
い
。

祈
(
幻
)
編
纂
年
代
は
や
や
下
る
と
思
わ
れ
る
が
、
『
現
在
十
方
千
五
百
仏

明
名
並
雑
仏
同
号
』
な
る
敦
埠
出
土
仏
典
に
は
「
金
剛
師
子
遊
戯
側
。

J

普
住
功
徳
寅
王
側
。
普
光
功
徳
山
王
併
。
」
(
大
正
蔵
第
お
冊

制

一

四

四

九

頁

b
)
と
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
「
金
剛
」
と
作
る
。

蜘
(
勾
)
郭
瑞
(
一
一

O
一
O
)
一
一
一
九
頁
。

直

(μ)
梁
天
監
五
年
(
五
O
六
年
)
に
荊
州
竹
林
寺
に
寄
進
の
、
ス
タ
イ

ト
U

ン
本
唯
一
の
南
朝
紀
年

gHも
ヱ
茸
」
を
用
い
、
南
朝
で
も
使
用
さ

れ
て
い
た
字
体
で
あ
る
点
を
指
摘
す
る
。

(
お
)
拓
本
D
B
は
誤
っ
て
「
家
」
と
釈
読
す
る
。
鳩
摩
羅
什
訳
『
維
摩
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詰
所
説
経
」
仏
国
ロ
聞
の
残
石
で
、
附
代
年
代
不
明
と
さ
れ
て
い
る
。

(
お
)
京
大
拓
本

E
ち
お
賞
。
先
天
二
年
(
七
二
二
年
)
の
紀
年
が
あ
る
。

唐
代
と
し
て
は
古
風
な
字
体
の
石
刻
で
あ
る
。

(
幻
)
こ
の
箇
所
の
影
印
は
大
友
他
(
一
九
八
四
)
三
二
頁
。

(
お
)
「
東
方
快
楽
仏
」
は
、
竺
法
謎
訳
『
仏
説
八
陽
神
呪
経
」
(
大
正
蔵

第
日
比
冊
七
三
頁
b
)
に
見
え
る
東
方
現
在
の
「
快
楽
如
来
」
か
。

(m)
兜
木
(
一
九
七
人
)
。
上
村
民
肇
(
一
九
五
四
)
六
七
l
九
頁
は

重
競
備
の
み
に
論
を
絞
る
が
重
要
な
論
点
を
提
示
す
る
。

(
初
)
中
田
(
一
九
八
九
)
奥
書
一
覧
一
七
頁
で
も
題
記
は
「
M
F
で
は

見
え
ず
」
と
す
る
。

(
出
)
常
盤
(
一
九
三
八
)
図
版
三
・
八
六
三

1
四
頁
は
提
婆
達
多
品
挿

入
に
関
わ
る
、
旧
小
川
庚
巴
氏
(
現
文
化
庁
)
蔵
「
法
華
経
巻
第
六

残
巻
」
題
記
を
紹
介
す
る
。
そ
れ
に
は
「
i
其
提
婆
逮
多
品
、
且
疋
上

定
林
寺
般
統
法
師
干
闘
園
賂
来
、
以
融
問
、
武
明
八
年
十
二
月
、
於
瓦
官

寺
、
典
外
園
僧
法
意
法
師
誇
之
、
即
依
正
法
華
経
次
比
潟
第
十
三
品
。
」

と
法
意
本
が
訳
出
と
共
に
妙
法
蓮
華
経
に
挿
入
さ
れ
た
と
記
す
が
、

諸
経
録
と
合
わ
な
い
。
池
田
温
三
九
九
O
)
は
こ
の
写
本
を
七
世

紀
頃
の
も
の
と
す
る
の
で
、
後
世
の
伝
承
と
見
な
し
て
お
く
。

(
明
記
)
菅
野
(
一
九
九
こ
に
よ
る
。

(
お
)
『
続
高
僧
伝
』
巻
五
(
大
正
蔵
第
印
冊
四
六
回
頁
b
j
c
)

(
鈍
)
『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』
巻
八
・
釈
提
婆
達
多
品
「
陳
有
南
獄
輯
師
。

次
此
品
在
賓
塔
之
後
。
」
(
大
正
蔵
第
鈍
冊
一
一
四
頁
C
)

(
お
)
尚
普
門
品
を
「
第
二
十
四
」
と
す
る
実
例
は
、
他
に
管
見
で
は
以

下
の
五
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

・
青
天
河
北
貌
摩
崖
石
刻
観
世
音
菩
薩
普
門
口
問
(
河
南
博
愛
県
)
普
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門
品
第
二
十
四
の
抜
粋
。
永
平
二
年
(
五
O
九
年
)

雪
芥
(
一
一

O
O
五
)
参
照
。

・
敦
煙
文
書
的

NHg妙
法
蓮
華
経
巻
十
(
敦
燈
宝
毅
一
六
冊
・

一
七
二
頁
j
)
北
貌
永
興
一
一
年
(
五
三
三
年
)
題
記
あ
り
。
普
賢
菩

薩
勧
発
品
が
「
第
二
十
七
」
と
な
っ
て
お
り
、
普
門
品
は
欠
失
す
る

が
、
「
第
二
十
四
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

・
北
貌
王
永
福
刻
・
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
普
門
品
第
二
十
四
碑
(
京

大
拓
本

E
ロ白血
N
E
l
z
)
題
記
、
紀
年
未
詳
。

・
李
栄
貴
兄
弟
等
造
経
象
碑
(
魯
迅
造
象
第
三
冊
(
六
九
七
l

七
O
六
頁
)
題
記
は
北
費
天
保
十
年
(
五
五
九
年
)
。
魯
迅
の
解
題

は
河
南
輝
県
出
土
と
す
る
。

右
四
本
の
「
観
」
字
は
、
ア
ジ
ア
美
術
館
本
と
同
様
、
「
観
」
字

体
で
あ
る
。
但
し
李
栄
貴
兄
弟
等
造
経
象
碑
は
、
官
頭
に
「
槻
」
字

体
が
混
在
。
該
碑
は
魯
迅
に
し
か
見
え
ず
拓
本
が
な
い
が
、
魯
迅
は

字
形
を
極
め
て
忠
実
に
記
録
し
て
お
り
、
こ
の
混
在
は
該
碑
に
存
在

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
如
く
「
腕
」
字
体
は
北
斉
頃
か
ら
見

え
始
め
る
字
体
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
美
術
館
本
が
該
碑
よ
り
も
古
い
も

の
と
の
推
定
の
傍
証
に
な
ろ
う
。

・
敦
健
文
書
北
一
五
九
四
ニ
・
妙
法
蓮
華
経
巻
+
(
『
敦
燈
劫
余
録
』

辰
剖
敦
娃
宝
破
第
九
六
冊
・
九
六
頁
)
無
重
訪
偶
の
普
門
口
聞
の
後

半
か
ら
の
残
巻
で
、
品
題
部
分
は
欠
失
す
る
が
、
次
の
陀
羅
尼
ロ
聞
が

「
第
二
十
五
」
で
あ
る
。
題
記
無
し
。
但
し
「
観
」
字
が
「
腕
」
(
「
凱
」
)

字
体
の
た
め
、
階
か
ら
初
唐
の
写
本
と
思
わ
れ
る
。
尚
中
国
国
家
図

書
館
(
二

O
O六
)
「
条
記
目
録
」
は
七
j
八
世
紀
の
唐
写
本
と
す
る
。

(
お
)
中
国
仏
教
協
会
他
編
(
ニ

0
0
0
)
に
よ
り
録
文
を
作
成
。

題
記
あ
り
。
張

(
幻
)
李
玉
昆
(
一
九
九
八
)
二
三
四
頁
の
録
文
、
張
総
(
二

O
O六
)

の
録
文
、
主
振
国
(
二

O
O六
)
所
収
の
写
真
・
録
文
を
、
そ
れ
ぞ

れ
参
照
し
た
。
紀
年
は
写
真
で
は
判
読
で
き
な
か
っ
た
が
、
上
記
三

資
料
が
い
ず
れ
も
同
様
に
釈
読
す
る
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
た
。

(
お
)
中
国
仏
教
協
会
編
(
一
九
七
八
)
、
中
国
仏
教
協
会
他
編

(一一

0
0
0
)
の
図
版
を
用
い
、
桐
谷
(
一
九
九
O
)
を
参
照
し
た
。

(鈎

)
F
B宮
E
G
g
s
所
収
の
写
真
と
拓
本
、
張
総
(
二

O
一
O
)
の

録
文
を
参
照
し
た
。

(
却
)
問
。
。
唱
。
E
G
g
S
の
該
経
像
碑
の
項
を
執
筆
し
た
何
回

mg

国
富
田
岡
ー
ピ
ロ
阿
国

E
氏
は
、
碑
陰
の
地
蔵
菩
磁
的
図
像
や
碑
陽
の
五

尊
像
の
彫
刻
様
式
に
基
づ
け
ば
七
世
紀
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、

高
玉
経
の
隷
書
の
混
じ
る
筆
致
と
榊
陽
の
祈
願
文
の
こ
な
れ
た
精
舎

の
筆
致
を
比
較
す
る
と
、
高
玉
経
の
碑
文
が
よ
り
古
く
、
唐
初
に
補

刻
さ
れ
た
北
朝
時
代
の
石
刻
か
も
し
れ
な
い
と
す
る
(
同
書
五
三
頁
)

が
、
そ
の
説
は
当
た
ら
な
い
。

(
M
U
)

俄
羅
斯
科
学
院
他
(
一
九
九
六

a)
三
四
六
頁

(
必
)
『
仏
祖
統
紀
」
巻
羽
(
大
正
蔵
第
柏
崎
冊
三
七
五
頁
C
)

に
は
至
徳

元
年
(
七
五
六
年
)
に
唐
粛
宗
の
夢
に
宝
勝
仏
の
仏
名
を
訴
す
る
金

色
の
僧
が
現
れ
、
常
に
宝
勝
仏
を
念
仏
し
て
い
た
新
羅
の
盤
漏
、
し

ば
ら
く
し
て
不
空
が
召
見
さ
れ
た
故
事
が
見
え
る
。

(
必
)
俄
羅
斯
科
学
院
他
(
一
九
九
七
)
二
四
五

(
4
)

六
頁

(
叫
)
段
文
傑
主
編
(
一
九
九
九
)
一
四
一
頁

(
必
)
順
に
『
勧
普
経
』
「
仏
説
地
蔵
菩
薩
経
」
『
仏
説
摩
利
支
天
経
』
『
仏

説
如
来
成
道
経
』
『
仏
説
延
寿
命
経
』
『
仏
説
続
命
経
』
、
該
本
、
『
仏

説
仇
盛
光
大
威
徳
消
災
士
口
祥
陀
羅
尼
経
』
の
八
経
。




